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Loss Prevention Circular： 

造船契約における保証クレーム 
 

こちらは、英文記事「LP Circular: Warranty claims in shipbuilding 

contracts」（2015 年 3 月 26 日付）の和訳です。 

 

新しい船舶の引き渡しを受ける買主は、引き渡し後に技

術的な不具合が見つかった場合の対処法を理解しておく

必要があります。船員が対処方法に習熟していることも

重要なことですが、造船所側の瑕疵が判明した場合はど

うなるでしょうか？造船所に対し保証クレームの申し立

てを行うのは必ずしも簡単なことではありません。本稿

では、保証クレームを行う際によく直面する問題につい

て取り上げます。 

 

背景 

 

多くの国で、製造者に対して、安全性と品質に関して厳格な義務が課されています。国の規制や法律は、

製品に関して、それが目的・用途に沿った適合性基準を定めています。しかし、商業造船契約において

は、一般的に、造船所からの船舶の引き渡しをもって、そうした義務が造船所側から取り除かれるよう

になっています。造船所の法的義務は、本来の厳格な義務から責任範囲を大幅に限定した保証条件に置

き換えられるということです。造船所に艤装品を供給する業者や他の下請業者も、そうした契約書条項

によって保護されています。提供される保証は、限定した期間内のみ有効であり、クレームの通知は合

意した手順に従って行わなければなりません。こうした契約に基づく造船所の義務範囲は、保証条項の

条件によって決まることとなります。引き渡し時に買主が船舶を受け入れると、その時点で瑕疵を認識・

発見できる範囲においては、当該船舶が技術的に造船所の義務を満たしていることを意味することにな

るのです。 

 

最近、アジアの造船所から引き渡しを受けたばかりのある船舶が貨物を満載して南米へ向けて航海中で

あったところ故障トラブルが発生したという事例がありました。共同海損が宣言され、船舶は貨物の陸

揚げのためにヨーロッパの港へと曳航されました。本件では、機関士の操作に問題がなかったことは明

白でした。主機を検査したところ、故障の原因は、造船所の下請業者による部品の機械加工不備にある

ことが分かりました。買主は直ちに造船所にクレームを通知し、造船所は、買主と Gard からの強い要請

により、部品を交換した上で、その修理費を補償することに同意しました。ただし、すべての保証クレ

ームがこのように簡単に解決する訳ではありません。 

 

保証条項の文言の代表的な形式 

 

下記は、保証文言の代表例です。 

 

IX.1 資材および作業の保証 
造船所は、船主による船舶の受入れ後 12 か月の期間、造船所が製造、設置、供給した船体および機器に
ついて、造船所側の資材または作業の瑕疵に対して、これを保証する。 
 
IX.3 造船所の責任の範囲 
(a) 造船所は、保証期間の終了後に判明した瑕疵については、本条第 1 項に明記された瑕疵以外について
は、いかなる瑕疵であれ、本保証に基づく責任を有しない。また、特定された瑕疵を理由として造船所
にもたらされた・・・間接的、派生的または特別な損失あるいは費用については、いかなる状況におい
ても責任を有しない。 
造船契約には、「本条項で提供される保証および[造船所]の責任は、その他のすべての保証に代わるもの
であり、船主は、その他のすべての救済措置を放棄する」といった条項が含まれることもあります。裁
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本情報は一般的な情報提供のみを目的としています。発行時において提供する情報の正確性および品質の保証には細心の注意を払ってい

ますが、Gard は本情報に依拠することによって生じるいかなる種類の損失または損害に対して一切の責任を負いません。 

  

本情報は日本のメンバー、クライアントおよびその他の利害関係者に対するサービスの一環として、ガードジャパン株式会社により英文

から和文に翻訳されております。翻訳の正確性については十分な注意をしておりますが、翻訳された和文は参考上のものであり、すべて

の点において原文である英文の完全な翻訳であることを証するものではありません。したがって、ガードジャパン株式会社は、原文との

内容の不一致については、一切責任を負いません。翻訳文についてご不明な点などありましたらガードジャパン株式会社までご連絡くだ

さい。 
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判所では、そうした条項は、製造者の通常の法的責任から造船所を保護するものであると判断を下して

います。 

 

保証問題 

 

船主が直面することの多い、造船に関する保証問題には以下のものがあります。 

• 造船所が、自社造船所での修理を要求したり、瑕疵に関して「実費」で買主に補償することを申し出

ることがある。 

• 造船所が、引き渡し後に発生した瑕疵は自社の責任ではない、つまり、船員の操作ミスやエンジンの

不適切な保守が原因であると主張することがよくある。 

• 保証の範囲外であるとしてクレームが拒絶されたり、修繕対象ではないと主張される場合がある。 

• 買主は自身の行為によって保証クレームを追求しないことに同意を示した、と主張されることがある。 

• 引き渡し前の作業実施内容について、船級協会や買主の監督者から承認を受けていると主張されるこ

とがある。 

• 瑕疵ある部品に起因して他の部品に生じた「間接」損害や、使用不能損失、逸失利益に関するクレー

ムが拒絶される場合がある。 

• 保証期間内の修繕作業中は船舶損害クレームを放棄するよう造船所から求められたり、造船所が保険

でカバーされる修理範囲に制限が設けられたりする場合がある。 

 

アドバイスとチェックリスト 

 

造船所から引き渡しを受けた後 12 か月間に生じたすべての瑕疵は、保証条項を厳格に遵守して造船所に

通知しなければなりません。そうしなければ、船舶の船体保険やその他の補償に影響を及ぼし、買主に

とって回復できない損失を招くおそれがあります。保険条項の中には、クレームの通知を適時に行わな

かった場合、買主はクレームを申し立てる権利を失い、保険カバーも無効になると記載されているもの

もあります。なぜなら、クレームの通知が適時に行われないと、保険会社としては、造船所から損失を

回復する権利を損なってしまうことになるからです。造船保証クレームを Gard に通知される場合、下記

のチェックリストに従い、その記録を残しておくようにしてください。 

 

• 契約で合意した期間内に保証クレームを造船所に通知しているか。 

• 造船契約に定められている通知手順に従っているか。例えば、契約書には、電子メールではなく、書

留郵便またはファクスにより造船所が指定する担当者宛にクレーム通知を送付することが明記されて

いる場合もあります。 

• 造船所が、契約条項や仕様書を逸脱して船舶を建造している証拠はあるか。例えば、造船時の船主側

の現場監督の報告書などが証拠になります。 

• 造船所が瑕疵の是正義務を負うことが保証条項の条件に含まれているか。間接損害と派生的損害が除

外されている場合があるので留意してください。 

• 造船所にクレームを通知しているか、また、修繕範囲を査定する担当者の派遣を造船所に要請してい

るか。また、必要な場合には造船所の自社造船所以外での修理に同意することを造船者に求めている

か。 

• 保証に基づいて造船所が実施した修繕内容については、その評価・査定が実施されるまでは完了とは

なりません。保証期間の延長がほとんど認められないようになっている保証条項もあるため注意が必

要です。 


